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序　　文

令和 3 年度も、 新型コロナウイルス感染症の影響は継続し、 埋蔵文化財調査部門

を含め広島大学総合博物館の活動は引き続き自粛せざるを得ない状況であった。 教

育普及活動には大きな制約があったものの、 展示室への入館者がわずかながら回復

するなど今後への期待が見え始めた一年であった。

研究編には、 4 編の研究報告を収録した。 呉市にて採集された寄贈資料を整理

する中で、 縄文時代 ・ 中世を中心とする新たな地域研究の課題を提示している。 東

広島市採集の寄贈資料に関しては、 漆容器としての須恵器が含まれていた。 分析に

より内容物が漆であることが確認でき、 当地域における漆生産に関する貴重な資料と

なった。 東広島キャンパス周辺の土壌分析、 土器の胎土分析もおこなわれ、 当キャ

ンパス周辺での粘土採取活動の解明につながる成果が得られた。

調査編では、 試掘調査 ・ 立会調査を報告している。 霞 ・ 東千田キャンパスにて、

実験棟 ・ 講義棟の新営計画が立て続けに提出された。 霞キャンパスでは、 兵器補給

廠倉庫の基礎などが新たに確認された。 東千田キャンパスでは、 統合移転前の大学

グラウンドや近代の水路跡などが検出された。 令和 4 年には、 霞キャンパス全域が陸

軍関連遺跡 （兵器補給廠地点） として遺跡登録されるに至った。 これまで継続してき

た調査が評価されたことを喜ぶとともに、 今後の遺跡保護の責任を改めて認識した次

第である。

上述のように、 令和 3 年度には教育普及活動の大部分は自粛することとなったが、

感染症対策をとったうえで、 キャンパス内遺跡の団体見学を実施することができた。

デジタルミュージアム、 SNS、 Google マップなどを活用した情報発信によって、 より多

くの方の目にとまるよう努めた。 現在、 埋蔵文化財調査部門展示室の来館者も増加し

つつあり、 以前のような活動ができる日が訪れることを期待したい。

2023 （令和 5） 年 3 月 31 日

広島大学総合博物館

埋蔵文化財調査部門長

川　　島　　尚　　宗



例　　言

1． 本書は、 研究編、 調査編、 普及 ・ 教育 ・ 研究活動報告編、 付編からなる。 調査編は、 2021 （令和

3） 年度に行った広島大学キャンパス内の開発に伴う協議事項および立会調査の概要報告である。 普

及・教育・研究活動報告編は、 各年度に埋蔵文化財調査部門ならびに調査部門構成員が行った普及・

教育および研究活動の概要である。 付編には、 埋蔵文化財調査部門に関連する規則、 要項などを収

録した。

2． 調査編は、2021 年度において、東広島地区 （東広島市）、霞地区 （広島市）、東千田地区 （広島市）、

翠地区 （広島市）、 東雲地区 （広島市）、 三原地区 （三原市）、 の開発に伴って実施した協議および

発掘届と試掘調査 ・ 立会調査の概要である。

3． 普及 ・ 教育 ・ 研究活動報告編は、 2021 年度の活動概要を収録した。

4． 2021 年度の試掘調査・立会調査は、 広島大学が所在する各自治体の教育委員会と協議・協力を行い、

広島大学財務 ・ 総務室施設企画グループ、 施設整備グループの協力を得て実施した。 調査は、 川島

尚宗、 石丸恵利子、 梅本健治が担当した。

5． 調査編、 普及・教育・研究活動報告編に関わる整理作業は、 川島尚宗、 石丸恵利子、 梅本健治が行っ

た。 調査編の写真加工作業には、技術補佐員江本凜、林悠太郎、廣瀬雅惠、山崎瑞季の協力を得た。

6． 調査編に利用した広島大学各地区の建物配置図等は広島大学財務 ・ 総務室施設企画グループから

提供された図面を利用して作成した。

7． 本書の執筆は、 研究編を梅本、 石丸ほか、 川島、 藤根ほか、 調査編を川島、 普及 ・ 教育 ・ 研究活

動報告編を石丸、 そのほかは川島が担当した。

8． 本書の編集は川島が担当した。
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